
                                                                                                          【別紙様式１】 

平成平成平成平成２７２７２７２７年度学校経営計画表年度学校経営計画表年度学校経営計画表年度学校経営計画表  

１１１１    学校の現況学校の現況学校の現況学校の現況  
 
 

学校番号  ７５ 学校名  県立下館工業高等学校  課程  全 日 制  学校長名   清 水 信 昭 
 

教頭名  中 山 研 一   事務（室） 

長名  笹 嶋 辰 己 

 
教職員数  教諭  48 

養護  
１ 

常勤  
２ 

非常勤  
２ 

実習教諭，実習講  
11 

事務職  
4 

技術職  
2 計  73  教諭  講師  講師  師，実習助手  員  員等  

 

生徒数  

小学科  １年  ２年  ３年  ４年  合計  合計クラス数  
  男  女  男  女  男  女  男  女  男  女   
 

機  械 科 76 4 76 2 77 2   229   8 6 

 
電  気   科 39 1 39 1 38 0   116   2 3 

 
建設工学科 25 15 19 20 25 14      69 49 3 

 
電  子 科 77 3 71 8 70 10   218  21 6 

 

２２２２    目指す学校像目指す学校像目指す学校像目指す学校像  
       
 １ 心身ともに健康で，互いを尊重する豊かな人間性を培い，次世代を担っていく人材を育成する学校。 
 

２ 工業に関する知識・技術を身に付け,堅実な職業観を持った産業の発展に寄与する人材を育成する学校。 
 

３ 生徒の希望する進路の実現を図り，地域から信頼され，進学又は就職が可能な選択肢の広い学校。  
 

 

 

３３３３    現状分析と課題（数量的な分析を含む。）現状分析と課題（数量的な分析を含む。）現状分析と課題（数量的な分析を含む。）現状分析と課題（数量的な分析を含む。）  
 
 

項 目  現  状  分  析  課      題  
 

学習指導  
大学進学希望者，就職希望者ともに各教科・科目の基礎学

力を更に高める必要がある。また，工業科の実習やものづく

りを通して技能・技術の習得が必要である。  

生徒の興味関心を高める授業や個別指

導により学力向上を図る。コミュニケー

ション能力・プレゼンテーション能力を

つける。  

 
 

 
進路指導  

進学希望が４割あり，その半数以上が４年制大学を志望し

ている。就職を希望する生徒は，主に技能・技術職の分野へ

確実に就職している。  

多様な進路希望に対応できる指導体制

の充実を目指す。確かな学力と技能・技

術を評価されての進路実現を図る。  
 
 
 

生徒指導  
服装等の校則違反者は全体的に減少傾向であるが，日常生

活におけるマナーの大切さなどの意識をしっかりと持てるよう呼び

かける必要がある。 

全職員による根本的な指導により生徒

の意識改革を図る。挨拶・言葉遣いがき

ちんとできるようにする。  
 
 
 

特別活動  
運動部中心に活発な活動を展開している。毎年いくつかの

部で全国・関東大会に出場していて，公立学校の中では総合的

に上位の成績を上げている。  

特色ある学校づくりの観点から工業高

校特有の活動等の活性化に取り組む。自

主的な活動を重視する。  
 
 



    

４４４４    中期的目標中期的目標中期的目標中期的目標  
 
 

１ 生徒一人一人の学力の向上を図るために,授業や実習の工夫・改善に努める。 

 
２ 専門性を高めるために，専門的な知識・技術の定着を図るとともに，資格取得の実績を伸ばす。 

 
３ 進路希望を実現するために，生徒の能力や適性に応じた進路指導体制の充実を図る。 

 
４ 基本的生活習慣の確立に努め，高校生らしい態度や行動の育成を図る。 

 
５ 生徒の心身の成長を促すために，特別活動の充実を図り，安心・安全な環境づくりを進める。 

 

 

 

 

                                                                                                               
 

５５５５    本年度の重点目標本年度の重点目標本年度の重点目標本年度の重点目標  
 
 

重 点 項 目  重 点 目 標  
 

１ 基本的な学力の定着及び個別指導による学力

の向上 

① 朝のプリント学習や定期的な基礎力診断テストをとおし，高校生として必要な一

般常識を身につけさせる。 
② 教科ごとに，生徒一人一人の的確な学力診断を行い，それに応じた授業や実習の

工夫・改善に努める。 

 

 

 
２ 資格取得による生徒の様々な能力の伸長と，豊

かな個性の育成 

① 資格年間計画表を作成し，個々の生徒が様々な資格取得に挑戦できる環境作りを

する。 
② 生徒の資格取得の実現を目指し，課外や補講など最大限の援助を心がけ，専門性

を高める。 

 

 

 
３ 進路指導システムの構築による生徒の進路希

望の実現 

① ３年間の進路指導システムを構築し，生徒の多様な進路希望に対応する。 
② 生徒及び保護者との面談をとおし，学校と家庭が連携することで，生徒の進路実

現を目指す。 

 

 

 

４ 心の教育の充実 

① 高校生らしい生活態度について指導するとともに，職員および保護者が連携して

さわやかマナーアップ運動や朝のあいさつ運動を推進し，生徒の基本的生活習慣の

確立に努める。 
② 道徳教育や読書教育をとおし，自己を見つめるとともに，他人及び社会について

深く考え，思いやる心を育成する。 

 

 

 

５ 特別活動の充実と安全教育の徹底 
① 部活動や委員会活動など生徒が自主的に活動できる環境を整え，心身ともに成長

し活動できる機会を多くする。 
② 各種安全教育を徹底し，事故の未然防止に努め，事故発生ゼロを目指す。 

 

 

 


